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代
表
理
事
組
合
長

下
小
野
田 

寛

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

　

組
合
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
地
域
農
業
・
農
村

を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
役
職
員
と

と
も
に
お
取
組
み
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
合

意
さ
れ
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
将
来

に
対
す
る
不
安
が
増
大
す
る
中
、
私

た
ち
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
か
ら

も
農
家
が
再
生
産
可
能
な
営
農
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
、
国
に
万
全
の
施

策
を
確
立
す
る
よ
う
に
強
く
要
請
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
今
年
も
皆
様
方
と
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
は
真
に
「
チ
ー
ム

き
も
つ
き
」
を
創
る
こ
と
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
チ
ー
ム
き
も
つ
き
」
は
、強
い
チ
ー

ム
で
あ
り
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
、

チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
る
人
に
、
周

り
の
人
々
に
感
動
を
与
え
尊
敬
さ
れ

る
チ
ー
ム
で
あ
り
ま
す
。

　

「
チ
ー
ム
き
も
つ
き
」
は
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
に
挑
戦
し
、
み
ん
な
に
幸
せ

と
優
し
さ
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
強
い
「
チ
ー
ム
き
も

つ
き
」
を
み
ん
な
で
創
る
！
こ
れ
を

今
年
の
目
標
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
の
熱
い
ご
支
援
・

ご
協
力
と
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く

新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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　Ａコープ近畿は11月29日、大阪府の「ＪＡ全農ファーマー
ズ・ららぽーと和泉店」でＪＡ鹿児島きもつきフェアを開き、会
場は多くの来場者で賑わいました。
　イベントでは当ＪＡから直送した新鮮な農産物が並び、かね
てより同店舗で人気の茶美豚の丸焼きや豚汁なども振舞われま
した。
　会場にて炭火でじっくり焼き上げた茶美豚は、丸々１頭を３
週間以上タレに漬け込み、さらに２日間燻製したもの。会場に
漂う香りが来場者の心を掴み、次々と列を成しました。
　このＪＡ全農ファーマーズは、ＪＡグループが運営する店舗で、大阪府和泉市にあるショッピングセンター「らら
ぽーと和泉」内にあります。全国から選りすぐったこだわりの商品が並び、生産者と消費者の懸け橋となっています。

大阪で「ＪＡ鹿児島きもつきフェア」開催

　ＪＡ本所敷地内にある「からいも神社」で11月 23日、
平成27年度新嘗祭を行いました。鹿屋市長やＪＡ役職員な
ど約30名が出席し、玉串奉奠など神事が執り行われ、基幹
作物であるカンショの豊作と地域の発展を祈願しました。

からいも神社で豊作祈願

最優秀賞を受賞した薬師さん

　㈱ＪＡ食肉かごしま鹿屋工場で12月９日、平成27年度
第３回肝属地区肉牛枝肉共励会を開き、去勢19頭、雌４頭、
計23頭の出品がありました。
　最優秀賞１席は鹿屋市の薬師成人さんが受賞しました。薬
師さんの出品牛は去勢で、枝肉重量490.7㌔、血統は父「金
幸福」、母の父「安福久」、母の祖父「糸福」、等級はＡ５、
ＢＭＳ（脂肪交雑）は最高ランクの12でした。
　全体平均は、枝肉重量509.6㌔、ロース芯面積67.9平方㌢、
バラの厚さ8.5㌢。上物Ａ４等級以上が87.0％を占め、高い
肥育技術を競い合いました。
　その他の成績は次のとおりです。
　▽２席＝きもつき肥育牛センター（鹿屋市）
　▽３席＝紺屋勝矢さん（鹿屋市）

最優秀賞は薬師さん　肝属地区肉牛枝肉共励会

　12月12日と13日の２日間、「大根やぐらライトアップイベント」
が錦江町神川の宿利原農村公園周辺で行われました。主催したのは
宿利原地区公民会からなる同イベント実行委員会で、今回が７回目
の開催。
　干し掛けられた大根は、片面で約１万2,000本にもなり、地区の
住民約200戸が中心となって巨大なやぐらを建てました。
　「10日の強風で多数のやぐらが倒れたにもかかわらず、翌日、自
主的に地域の皆さんが建て直しにきてくれた。この団結力が何より
も誇りだ」と語るのは厚ヶ瀬博文公民館長。
　会場は、レーザーショーやジャズバンドの演奏、宿利原地区女性
部が振舞った約700食の豚汁など、大勢の来場者で賑わいました。

大根やぐら　幻想的にライトアップ
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初の「大感謝祭」が閉幕
　ＪＡ鹿児島きもつきが鹿屋市の肝属中央家畜市場
で開いた「ＪＡ鹿児島きもつき大感謝祭」は５日、
約 3,000 名が訪れ、二日間の日程を終えました。
　ＪＡ鹿児島きもつき管内の全支所が統一して感謝
祭を開いたのは初。管内産の肉や野菜、生産資材類
の販売に加え、ＪＡ青年部は特産「紅はるか」の焼
き芋を販売、ＪＡ女性部は郷土料理「でんぷん汁」
を振舞うなど、寒い中訪れた来場者を温めました。
　さらに、11 月に発足した「かのや農林漁業協同
組合連絡協議会」での活動を受け、大隅森林組合はくす玉を割って開催を祝う関係者ら

規格を確認する生産者ら

　東串良町園芸振興会は 12月１日、ＪＡ東串良選果場で、平
成 27年度キュウリ目揃い会を開きました。同振興会の生産者
やＪＡ、大隅地域振興局ら約 115 名が出席。集出荷、出荷規
格の統一などを確認しました。
　生産者は、キュウリの規格や等級、曲がりの程度を確認。活
発に情報交換をし、全員で高品質のキュウリ出荷に向けて意欲
を高めました。
　同振興会のキュウリ、平成 27 年度産は、生産者 63 名が
15.4㌶で栽培し、数量 2,750㌧、販売金額８億 2,500 万円を計
画しています。

「東串良のキュウリ」目揃い会を実施

　ＪＡ鹿児島きもつきは11月12日、南大隅町根占馬場川公
民館でＪＡくらしいきいきセミナーを開き、馬場川いきいき
サロンたんぽぽ会の会員ら約15名が参加しました。
　今回は講師にＪＡ鹿児島県厚生連介護事業相談員・芝原邦
夫先生を招き、「介護現場の実情 ～親の介護・自分の介護～」
について学びました。
　参加した会員らは「自分自身が介護される立場になること
を考えていない人は多い。今のうちから考え、備えておくと
安心だ」とコメントしました。
　当ＪＡでは、今後多くの方に介護現場の実情を知ってもら
うために、地域ごとに介護セミナーの開催を目指しています。

根占で介護セミナー開催

シイタケ・ヒラタケ原木や乾燥シイタケを販売、鹿屋市漁業組合はカンパチバーガーやカンパチdeリゾッ
トを販売し、共に長蛇の列を作りました。
　閉会式で下小野田寛代表理事組合長は、多くの来場者が訪れたことに感謝し、「組合員や地域の皆様
に日頃の感謝を伝えられた。農とくらしを支える、協同組合としての更なる役割を再確認できた」と挨
拶しました。
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中
鳥
さ
ん
は
白
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
シ
ョ

ウ
ガ
な
ど
を
合
わ
せ
て
約
２
．
１
㌶
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

学
生
時
代
か
ら
起
業
願
望
が
あ
っ
た
中
鳥
さ
ん
。

５
年
前
は
運
送
業
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
地
域
の

畑
が
高
齢
化
に
よ
り
空
い
て
き
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
、
運
送
業
で
培
っ
た
能
力
を
活
か
し
て
人
々
に
物
を

届
け
た
い
気
持
ち
か
ら
、
農
業
に
転
職
を
決
意
し
ま

し
た
。「
身
内
か
ら
も
、
か
な
り
反
対
さ
れ
ま
し
た
よ
。

で
も
一
度
決
め
た
こ
と
は
曲
げ
な
い
性
格
で
す
か
ら
」

と
照
れ
笑
い
を
浮
か
べ
ま
す
。
こ
の
強
い
意
志
が
中
鳥

さ
ん
を
突
き
動
か
し
、
休
日
を
利
用
し
て
借
り
た
畑

で
少
し
ず
つ
作
物
を
育
て
、
つ
い
に
農
業
に
転
職
。
農

業
生
産
法
人
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
３
年
前
に
独
立

し
ま
し
た
。

　
「
研
修
や
勉
強
会
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
行
き
ま
す
よ
」

と
貪
欲
な
姿
勢
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。「
何
年
や
っ

て
も
極
め
ら
れ
な
い
仕
事
」
だ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
小
学
校
か
ら
の
友
人
・
神か
ん
だ田
幸こ
う
し
ん真
さ
ん

と
共
同
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
時
代
か

ら
同
じ
夢
を
共
有
し
続
け
て
い
た
二
人
は
、
互
い
の
能

力
を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
の
共
同
経
営
を
成
功
さ
せ
、

ひ
と
つ
の
農
業
モ
デ
ル
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
鳥
さ
ん
に
と
っ
て
農
業
と
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
」。
た

だ
こ
の
言
葉
の
裏
に
は
、
農
業
に
対
す
る
情
熱
と
、
未

来
の
地
域
を
見
据
え
た
大
き
な
挑
戦
が
隠
れ
て
い
る
、

そ
う
感
じ
さ
せ
る
中
鳥
さ
ん
で
し
た
。

　ＪＡ鹿児島きもつき大感謝祭でＪＡ
　女性部のみなさんが振舞ったでんぷ
ん団子汁が大変好評で、多数の問い合
わせを頂きました。
　今回はそのレシピを公開します！

レシピ大公開
!!

レシピ大公開
!!

鹿屋市鹿屋市

中中
なかとりなかとり

鳥鳥　　大大
だいすけだいすけ

介介さんさん

昭和56年12月23日生昭和56年12月23日生

表紙の人表紙の人

でんぷん ・・・・・・ 250㌘

だし汁

（いりこ20㌘、干しシイタケ４枚）

・・・・・・・・・・・ 1,200㏄

豚肉 ・・・・・・・・・ 200㌘ 

ニンジン ・・・・・・・１本

ゴボウ ・・・・・ １／２本

ハクサイ ・・・・・・・２枚

長ネギ ・・・・・・・・１本

さつま揚げ ・・ １／２枚

薄口しょうゆ ・・ 大さじ６

みりん ・・・・・ 大さじ２

❶ でんぷんをボウルに入れ、その中に熱湯を注ぎ、
すぐに混ぜる。この時、熱湯は一度に入れずに少
しずつ加えよく混ぜる。

❷ 干しシイタケは水で戻して千切りにする。鍋に水、
シイタケ、いりこを入れて煮たてた後、いりこを
取り出す。

❸ ゴボウは細切り、ニンジンはイチョウ切り、長ネ
ギは３㌢の長さ、豚肉とハクサイも一口大に切る。

❹ だし汁の入った鍋に豚肉、ゴボウ、ニンジンを入
れて柔らかくなるまで煮る。

❺ 鍋に❶を一口大にちぎりながら加え、ハクサイ、
さつま揚げを入れて、調味料で味を整えたら完成。

作　り　方

２日間で約 1,000 食が振舞われた「でんぷん団子汁」

でんぷん団子汁でんぷん団子汁
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今年も「みのり」多き年にり」多き年に
なりますように！ように！

さる年生まれのみなさん大集合♪みなさん大集合♪

質の高い豚肉を

１頭でも

多く生産する

息子へ引き継ぐ
環境をつくる

頼られる

存在になる！
みんな元気に

楽しく活動する

年一産
年に一度
家族旅行を

する

笹原　明さん

（昭和43年９月１日生）

二十歳から養豚をはじ
め、現在は母、妻と三人
で、約 400 頭を飼育し
ています。
注射や消毒などの衛生
管理には特に気を付け
ています。
今後も消費者の求める
豚肉づくりに貢献したい
と思っています。

本白水　大地さん

（平成４年６月10日生）

一昨年の10月に入組しま
した。現在は青色申告担当
として、会員約50名様の
確定申告の記帳代行業務な
どを行っています。組合員
の皆さんの経営側面を支援
できるように日々勉強。少
しでも税務の負担を軽くし
て、所得向上に繋げられる
ように頑張っていきます。

辻　公平さん

（昭和55年７月４日生）

就農５年目で親牛１１頭を飼育
しています。牛舎の消毒はも
ちろん、手伝いで他の牛舎に
行くときは着替えるなど衛生
管理を徹底しています。子牛
が生まれて順調に育つ事が一
番の喜びですが、思った通り
にいかないときはすごく悩み
ます。これからはそれを改善
する技術を身に付けたいです。

白木　兼盛さん

（昭和７年11月１日生）

25歳で就農、妻と二人で水稲や
タンカン、牧草、去年からインゲ
ンも栽培しています。足腰が痛
くなりますが、収穫するときは楽
しくて痛みを忘れています。毎日
の晩酌が楽しみなのと、息子（洋
さん）が数年後には東京から帰っ
てくる予定で、それを考えると
毎日楽しみで仕方ありませんね。
これからも元気に頑張ります。

馬場　節子さん

（昭和19年12月13日生）

女性部で約10年間活動していま
す。年数回のグラウンドゴルフや
そば打ち教室などに参加してい
ましたが、ここ最近は仕事が忙し
くてあまり活動できていません。
でも、仕事に張りがあることこそ
が、私の「元気の源」です。
今年も女性部の皆さんが元気に
楽しく活動できることが何よりの
願いです。

中園　貴博さん

（昭和55年９月10日生）

７年前に就農、ピーマンを栽培
しています。頑張っただけ目に見
えて結果が出る楽しさがあります
が、責任も大きく、体調は崩せま
せん。早寝早起きや、マスクをす
るなど健康管理に気を付けてい
ます。これからはこの仕事の面白
さ、奥深さを若い農家に伝え、先
輩方が作った「東串良ブランド」
を守っていきたいです。
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東串良



今年も「みのり」多き年に今年も「みの
なりますように！なります

さる年生まれのみなさん大集合♪さる年生まれのみ

健康で

いること

生産規模を

拡大する！

結婚したい♪

１席を

獲る

妻と

旅行にいく

下仮屋　勝哉さん

（昭和19年４月２日生）

妻と二人で、牛と南高梅を生産しています。
約14年間、浜田町の町内会長をしている他に、本
当にたくさんの役員をしていて、会合などで忙しい
日々を送っています。ですから自分の牛の世話は朝
４時頃に起きて行っています。大変だと思われるか
もしれませんが、自他共に認める負けず嫌いですし、
とにかく牛が好きなので、辛いとは思いません。身
体を動かすと健康にも良いですからね。
これからも人とのつながりを大事に、一日一日を元
気に過ごせたらと思っています。

小濱　健一さん

（昭和43年１月31日生）

徳留　未紀さん

（平成４年６月９日生）

入組して９ヶ月、今は共済事
務課で自賠責の引き受けを担
当しています。お金を取り扱う
仕事で、入金処理などには特
に細心の注意を払っています。
最近はあぐりスクールにもス
タッフとして参加していて、子
どもたちの発想や成長に毎回
驚かされます。私も負けない
ように成長していきたいです。

山口　利夫さん

（昭和７年２月２日生）

１８歳の時から「牛を飼ったら誰にも負け
ない」という気持ちを、今も持ち続けてい
ます。牛が生き甲斐ですよ。常に次の共
進会を視野に入れていますし、今まで積み
重ねてきた基盤が自信にも繋がっているの
で、仕事がつらいと思う事はありません。
数々の賞状やトロフィーを頂きましたが、
それら共進会での良い評価が次への活力
になっています。まだまだ、これからも常
に前を向いてがんばっていきます。

松山　勝二さん

（昭和19年10月20日生）

ブロッコリー、バレイショ、水稲を妻と二
人で生産しています。就農して25年に
なります。数年前に脳梗塞を患いました
が、負けん気で毎朝リハビリをした結果、
今もこうして元気に働けています。作物
の成長を見ることが楽しいから、こうし
た「負けん気」が出てくるのだと思います。
今までもいろいろやってきましたが、こ
れからも元気で、もっと地域の為に貢献
していきたいです。

父の後を継いで10年前に就農しまし
た。親豚、肉豚合わせて約800頭を
飼育しています。体力と言うより、経
営などで頭を使うことが多く、精神
的に大変な仕事です。寒い季節は豚
もカロリーを消費して痩せてしまうの
で、気温でエサの量を変えるなどの
工夫をしています。母豚を導入した
ので、今後はＴＰＰの影響も見越し
て一貫生産に取り組んでいきます。

迎
春
迎
春
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佐　多

垂　水鹿　屋

鹿　屋

鹿　屋



巡回健診日程巡回健診日程

人間ドック日程人間ドック日程

お問い合わせはＪＡ本所生活福祉課　０９９４－４４－３１１９
または各支所担当者までお気軽にご相談ください。

毎日元気であるために
年に１度は
健診を !!

　

秋
に
植
え
付
け
た
露
地
栽
培

の
イ
チ
ゴ
は
、
冬
の
本
格
的
な
寒

さ
の
下
で
体
を
縮
め
て
休
眠
状
態

に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
厳
寒
期

を
過
ぎ
る
こ
ろ
（
関
東
以
西
の
平

た
ん
地
で
は
2
月
上
旬
）
か
ら
、

に
わ
か
に
新
葉
が
勢
い
づ
い
て
き

ま
す
。

　

こ
の
こ
ろ
、
株
元
付
近
の
枯
れ

か
か
っ
た
葉
を
、
付
け
根
か
ら
か

き
取
り
、
き
れ
い
に
整
理
し
、
畑

が
乾
い
て
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
灌
水

（
か
ん
す
い
）
し
、
畝
の
肩
に
化

成
肥
料
と
油
か
す
を
1
株
当
た

り
各
小
さ
じ
1
杯
ほ
ど
施
し
、

通
路
の
土
を
か
ぶ
せ
畝
の
形
を
整

え
て
お
き
ま
す
。
イ
チ
ゴ
の
根
は

肥
当
た
り
し
や
す
い
の
で
、
株
の

す
ぐ
近
く
に
肥
料
を
ま
い
た
り
、

肥
料
を
大
き
く
耕
し
込
み
、
根
を

傷
め
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

追
肥
し
た
後
で
、
図
の
よ
う
に

黒
色
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

の
マ
ル
チ
を
し
ま
す
。
マ
ル
チ
ン

グ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
か
ら

開
花
、
肥
大
し
て
く
る
果
実
に
、

雨
で
土
が
跳
ね
上
が
る
の
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
地
温
上
昇
を
図

り
、
雑
草
を
抑
止
し
、
さ
ら
に
地

面
か
ら
の
水
分
蒸
発
を
抑
え
て
乾

燥
を
防
ぎ
、
肥
料
の
流
亡
や
土
の

固
結
を
防
ぐ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
す
。

　

マ
ル
チ
の
手
順
と
し
て
は
、

育
っ
て
い
る
イ
チ
ゴ
の
上
に
フ
ィ

ル
ム
を
覆
い
、
風
で
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
、
周
囲
の
裾
に
土
を
掛

け
足
で
踏
み
付
け
て
お
き
ま
す
。

そ
し
て
、
イ
チ
ゴ
の
株
で
盛
り

上
が
っ
て
い
る
位
置
の
フ
ィ
ル
ム

に
、
刃
物
で
切
り
目
を
入
れ
、
イ

チ
ゴ
の
葉
を
傷
め
な
い
よ
う
に
丁

寧
に
、
全
て
の
葉
を
フ
ィ
ル
ム
上

に
出
し
て
や
り
ま
す
。
株
元
が
大

き
く
破
れ
た
ら
そ
の
部
分
を
土
で

押
さ
え
て
お
き
ま
す
。
ま
た
株
間

に
一
握
り
の
土
を
置
き
、
風
に
よ

る
ば
た
つ
き
を
防
ぐ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
、
イ
チ
ゴ
の
収
穫
時

期
を
早
め
た
い
場
合
に
は
、
同
時

に
市
販
の
骨
材
を
立
て
、
フ
ィ
ル

ム
を
ト
ン
ネ
ル
状
に
覆
っ
て
や
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
収
穫
を
約

20
日
ほ
ど
早
め
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
裾
に
は
土
を

掛
け
風
で
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
て
お
き
ま
す
が
、
日
中
の
気

温
が
30
度
以
上
に
上
が
ら
な
い

よ
う
、
頂
部
に
穴
を
開
け
る
か
、

所
々
裾
を
上
げ
て
換
気
を
す
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

マ
ル
チ
も
そ
う
で
す
が
、
こ
の

ト
ン
ネ
ル
掛
け
も
、
あ
ま
り
早
く

行
い
過
ぎ
る
と
、
咲
い
た
花
が
低

温
に
遭
い
、
黒
変
枯
死
し
て
し
ま

う
の
で
、
適
期
を
守
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

イ
チ
ゴ
が
春
を
感
じ
、
盛
ん

に
伸
び
始
め
て
く
る
と
ナ
ミ
ハ

ダ
ニ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ア
ザ
ミ

ウ
マ
、
輪
斑
病
、
じ
ゃ
の
め
病

な
ど
の
病
害
虫
が
発
生
し
や

す
く
な
る
の
で
、
早
め
に
適
応

薬
剤
を
正
し
い
使
用
法
で
散
布

し
て
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

＝実施中のローン一覧＝

※上記の金利については、キャンペーン期間中のみの適用金利です。
※詳細については、ＪＡ各支所支店窓口にお問い合わせください。

住宅
ローン

〈適用金利〉
お近くのＪＡでお尋ね下さい。

ＪＡ住宅ローン“あしたに夢を”
特別金利実施中

マイカー
ローン

〈適用金利〉
キャンペーン基準金利 2.1％より、軽減項目（ＪＡ自動
車共済ご加入など）ご利用により、最大引き下げ時 1.4％

県下統一キャンペーン
H27年12月1日（火）～H28年5月31日（火）

教育
ローン

〈適用金利〉
キャンペーン基準金利 2.0％より、軽減項目（ＪＡカード
または公共料金の口座引落（3種類以上 )のご契約など）
ご利用により最大引き下げ時 1.7％

県下統一キャンペーン
H27年9月1日（火）～H28年4月28日（木）

2⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性
18⶞ 垂 ⽔ 5

25⶞ 内之浦 1
⾼ ⼭ 5

１⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性
7⶞ 垂 ⽔ 5
18⶛ ⿅ 屋 10 5
20⶝ ⾼ ⼭ 10 5
27⶝ 垂 ⽔ 5

１⽉、２⽉の巡回健診はありません
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越冬後のイチゴの管理あなたもチャレンジ！家庭菜園
（板木技術士事務所●板木利隆）



解　答

1

12

B

E

D

A

C

6

9

7

5

4

2

14

18

19

20

8

13

15

3

16

1710

11

首
に
掛
け
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー

髪
は
こ
こ
を
中
心
に
渦
巻
き
ま
す

釣
り
人
が
じ
っ
と
眺
め
る
物

安
倍
川
に
し
ま
す
か
、
砂
糖
じ
ょ
う

ゆ
で
食
べ
ま
す
か

色
が
白
っ
ぽ
い

│
そ
ば
は
、
ソ
バ

の
実
の
中
心
部
分
を
ひ
い
た
粉
で

作
り
ま
す

屋
外
で
写
生
す
る
と
き
の
机
代
わ

りＣ
Ｄ
と
も
呼
ば
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト

│腕
ま
く
り
す
る
と
き
折
る
物

イ
チ
か
バ
チ
か
の
大
き
な

│
に
出

た土
を
盛
っ
て
造
っ
た
古
代
の
権
力
者

の
墓

あ
る
限
り
全
部
の
物

新年に寺社へ出掛けて済ませます

ドライバーで締める物

解答用紙の─を文字で埋めた

年表を見ると概要がつかみやすい
かも

騎手が馬に入れる物

サハラ、ゴビ、タクラマカンといえ
ば

受話器を離さずに延々と続けます

自動車の燃料タンクが空っぽの状
態

─心頭に発する

父や母の、父

古い石碑に生えることもあります

1

2

3

4

6

9

10

11

13

14

16

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

q

1 12

11

17

163

B

E

D

A

C
6

9

7

5

4

2

14

10

8

13

27 589111214151617

ツリ

ノ

キ

ウ

ロシ

ザ

ア

ウ

シ

ウ

ソ

キ

ウ

ト

ン

ン

ミ

カ コ

ヨ

ヤナ

シ

イ

ス

メ

イ

ウ

ガ

ス

ギ

ル

ラ

キ

キ

シ

ユ

ツルシガキ

15

 

「
表
紙
の
人
」
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
タ
マ
ネ
ギ
の
植
え
付
け
を
初
め
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

（
鹿　

屋
・
63
歳
）

 

気
分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
「
み
の
り
」

を
読
む
と
元
気
が
出
て
き
ま
す
ね
。
負
け

ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
奮
い
立
た
せ
て
い

ま
す
。
作
物
が
実
り
を
迎
え
る
と
周
り
が

見
え
て
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。

（
南
大
隅
・
64
歳
）

 

「
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
家
庭
菜
園
」
と

「
楽
・
ら
く
レ
シ
ピ
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
い
つ

も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
続
け
て

ほ
し
い
で
す
。

 

冬
野
菜
の
お
い
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た

ね
。
ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
が
た
く
さ
ん

畑
に
で
き
ま
し
た
が
、
食
べ
方
が
一
通
り

に
な
っ
て
し
ま
し
ま
す
。
お
い
し
い
料
理

を
知
り
た
い
で
す
。

（
南
大
隅
・
66
歳
）

 

毎
号「
み
の
り
」を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
り
が
た
い
で

す
。
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
鹿　

屋
・
50
歳
）

 

畜
産
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。「
み
の
り
」
に

載
っ
て
い
る
牛
農
家
さ
ん
の
様
子
を
読
み

な
が
ら
、
将
来
を
想
像
し
て
い
ま
す
。

（
鹿　

屋
・
18
歳
）

 

家
庭
菜
園
の
コ
ー
ナ
ー
は
ポ
イ
ン
ト
が
分

か
り
や
す
く
、
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
タ

マ
ネ
ギ
、
さ
っ
そ
く
植
え
ま
し
た
。
収
穫

が
楽
し
み
で
す
。

（
肝　

付
・
82
歳
）

 

日
が
短
く
夜
が
長
く
な
り
、
ま
す
ま
す
寒

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
身
体
に
気
を
付
け

た
い
も
の
で
す
。
本
所
の
周
辺
は
い
つ
も

き
れ
い
で
、
沿
道
の
花
々
が
心
を
和
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

（
鹿　

屋
・
74
歳
）

下仮屋　　　等さん（鹿　屋）

中　園　節　子さん（鹿　屋）

永　井　すみえさん（鹿　屋）

大　山　しづ子さん（肝　付）

黒　岩　董　子さん（肝　付）

西　野　淑　子さん（錦　江）

池　田　行　徳さん（錦　江）

坪　内　清　子さん（錦　江）

上　原　　　瞳さん（南大隅）

大　濵　楊　子さん（南大隅）
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ヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

ク ロ ス ワ ー ド

Ｐ Ｕ ＺＺ Ｌ Ｅ

お楽しみクイズコーナー

宛先はこちら

鹿屋市白崎町一番一号
ＪＡ鹿児島きもつき経営企画課
「おたよりコーナー」係

〒893－0016

おたより
　コーナー

JAへ

お楽しみクイズ当選者お楽しみクイズ当選者

11 月号の答え11 月号の答え

＜応募方法＞官製ハガキでご応募ください

①
解
答

②
住
所
・
氏
名
・
年
齢

　

電
話
番
号

③
Ｊ
Ａ
へ
の
意
見
・
要
望

鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
経
営
企
画
課

「
お
楽
し
み
ク
イ
ズ
」
係

8 9 3  0 0 1 6

【記入例】 【送り先】

＜しめきり＞

＜当選発表・賞品＞

平成28年１月30日消印有効

３月号の紙面にて発表します。
正解者の中から 10 名様に粗品を差し上げます。

5252



新年あけましておめでとうございます！

鹿屋合同鹿屋合同（古江・古里・浜田）（古江・古里・浜田）

鹿屋支部鹿屋支部

浜田地区浜田地区

高山支部高山支部

古江地区古江地区

串良支部串良支部

田代地区田代地区

田代支部田代支部

重田地区重田地区

根占支部根占支部

鹿屋合同鹿屋合同（祓川・重田・谷田）（祓川・重田・谷田）

垂水支部垂水支部

祓川地区祓川地区

内之浦支部内之浦支部

古里地区古里地区

東串良支部東串良支部

協力会員協力会員

佐多支部佐多支部

谷田地区谷田地区

大根占支部大根占支部

「おじゃんせ」を盛り上げてくださる会員を随時募集しています。
興味のある方は事務局まで是非お問い合わせください。

女性部で一緒に活動しませんか？
今年もＪＡ女性部をよろしくお願い申し上げます。

事務局☎０９９４－４４－３１１９

事務局☎０９９４－４４－３１１９

みのり１月号 10

「おじゃんせ」は、今年で15年目を迎えました！「おじゃんせ」は、今年で15年目を迎えました！
　ＪＡ助け合い組織いきいき部会は、これからも利
用者の皆さまの元気な笑顔に満ちた、魅力ある活動
に取り組んで参ります。どなたでも参加できますの
で、お近くの方は、ぜひ「おじゃんせ」に遊びに来
てください。お待ちしております！

　女性部員は、生涯現役、ひとりひとりが主役 !!
　昨年に引き続き、食農教育、地産地消活動、高齢
者福祉活動、趣味活動など様々な活動に取り組んで
参ります。入会条件はなく、活動に参加したい方、
仲間づくりをしたい方どなたでも大歓迎です。



＜第10回理事会＞

一． 平成 27 年度第３四半期の実績および決算見込み
について

二．その他

　12月25日に第10回理事会が開催さ
れ、以下の議案について協議が行いま
す。

あ と が きあ と が き
　明けましておめでとうございます。
　今回は６・７ページに申年生まれの方々をご紹介させ
ていただきました。お忙しい中、取材を快くお引き受け
くださった皆様に心から感謝申し上げます。
　さて、申には病や厄が「去る」という云われがあり、
縁起ものとして各地の神社で祀られていますが、そもそ
も十二支は古代中国の農業暦だったそうで、申年の申は
本来「しん」と読み、「のびる」という意味があるそうです。
　私も成長できる年にしたいものです。
　皆様にとって素敵な一年になりますように。

　

輸
血
で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。

　

輸
血
用
血
液
製
剤
の
使
用
状
況
を
み
る
と
、

病
気
83
．
５
％
、
損
傷
・
そ
の
他
の
外
因
３
．

０
％
、
妊
娠
分
娩
０
．
６
％
、
そ
の
他
12
．
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
病
気
な
ど
で
輸
血
を
必
要

と
し
て
い
る
人
は
年
々
増
加
し
、
一
日
平
均
約

３
，
０
０
０
人
も
の
患
者
さ
ん
が
、
輸
血
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
多
く
の
方
々
に
献
血
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
日
本
赤
十
字
社
の
将

来
試
算
に
よ
る
と
、
輸
血
用
血
液
製
剤
の
必

要
供
給
数
が
最
も
高
く
な
る
と
予
測
さ
れ
る

２
０
２
７
年
に
は
85
万
人
分
の
献
血
が
足
り
な

く
な
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
影
響
が
進
み
、
献
血
者
が
減
少
傾

向
に
な
っ
て
い
く
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
が
、
想

像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
輸
血
用
の
血
液
が
足

り
ず
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
の
助
か
る
は
ず

の
命
が
助
か
ら
な
か
っ
た
場
合
の
こ
と
を･･･

。

　

ま
た
、
冬
場
に
な
る
と
献
血
に
行
く
人
が
、

極
端
に
少
な
く
な
る
よ
う
で
す
。
理
由
は
、
気

温
の
低
下
に
よ
り
外
出
を
敬
遠
し
が
ち
に
な
る

他
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
風
邪
な
ど
の
疾
病
に

罹
患
し
て
し
ま
い
、
薬
を
飲
む
機
会
が
増
え
献

血
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

輸
血
用
血
液
製
剤
は
、
長
期
間
保
存
す
る
こ

と
や
人
工
的
に
造
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
、
冬
場
の
健
康
管
理
に
十
分
留
意
し
、

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
厚
生
連

　

中
央
検
査
室
（
臨
床
検
査
技
師
）

田
畑　

歩
一
歩
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康康  
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クミアイ家庭薬に関するお問い合わせは農協各支所または経済連生活課（０９９－２５８－５３２５）まで

カリフラワー・・・・・・・

400g（正味200g）

ピーマン・・・・・・・ 2個

豚ばら肉（薄切り）・・ 100g 

 ❶ カリフラワーは小房に分けて、熱湯で硬めにゆで、よく水気を切り

ます。

❷ピーマンは種を取って太めの細切りにします。

❸豚肉は 3cm 長さに切ります。

❹ フライパンに肉を入れ、弱火で脂が出てカリカリになるまで炒めま

す。脂が多ければ、ペーパーなどで拭き取り（脂大さじ 1/2 ほどを

残す）、ピーマン、カリフラワーを加えて炒めます。A を加えて炒め、

火を止めます。

　カレー粉・・・ 小さじ1/2

　塩・・・・・・ 小さじ1/6

　こしょう・・・・・・ 少々

　酒・・・・・・・ 大さじ1

カリフラワーと豚肉のカレー炒めカリフラワーと豚肉のカレー炒めカリフラワーと豚肉のカレー炒めカリフラワーと豚肉のカレー炒め

　1 本の輪針で一気に両足を編
む、日本で初めて紹介するく
つ下編み！つま先から編むこと
で、はき心地も良い。初心者で
も作りやすいルームソックスを
含む 19 種掲載。迷わずできる
親切な編み方チャート付き。

大内 いづみ（著）
定価 1,512 円（税込）

輪針1本で
左右同時にできる
手編みのくつ下

こんにちは！農協の置き薬「クミアイ家庭薬」です ＪＡ鹿児島県経済連

婦人薬

寒い　季節に多い症状に･･･

32包
1,600円（税抜）

100カプセル  4,800円（税抜）
200カプセル  8,500円（税抜）
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